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信州大学各キャンパスと技術職員の配置状況













新たな取り組み
プロジェクト

・大学が生み出す新たなプロジェクトへ参画できる
柔軟な組織づくり

・技術職員個々が有する高度な専門
的知識・技術・技能
・技術分野内での情報収集・共有・分
析・戦略策定，施行などの取組
・人材育成，スキルアップ

アクティビティによる業績の評価



課長級 部長級



年間最大30万円×3件を支援

評価者

被評価者

被評価者の
業務関係者

ヒアリング

・自己評価
コメント

・個人目標
達成度

新たな評価体制

・新たな評価体制として、副統括技術系長が各技術系長を、技術
系長が自身の系の職員評価を行う。

・評価者は、被評価者とのコミュニケーションをはかり、被評価者
の働き方・目標達成度・実績等について直接把握できない場合は、
自己評価だけではなく、被評価者の業務関係者(技術職員、教員、
事務職員)からのヒアリングをして総合的に評価判断をする。

コミュニケーション



これまでの取り組み④：エフォートの可視化

Googleカレンダーを活用した業務入力ルールの全学共有。
各系・部局ごとの業務エフォートを集約・可視化し、業務見直
しと自己マネジメントを支援

※生データのため、公開版ではぼかし加工をしております。ご了承ください。
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